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研究成果の概要（和文）： 
ベイズ的アプローチによる階層モデルの視点によって、種々の潜在変数モデルを説明、また、
統合した。さらに、この観点を用いて、個々の適用問題にふさわしい実践モデルを提案し、実
データに適用し成果を得た。 
 
研究成果の概要（英文）： 
Various Latent Variables Models were explained and integrated from the viewpoints of 
Bayesian Hierarchical Model, and Bayesian procedures appropriate to solve practical 
problems were proposed and applied to real data with success. 
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１．研究開始当初の背景 
ベイズ的階層モデルは、統計学においては既
に認知された方法論であったが、ベイズ的階
層モデルとして潜在変数モデルを位置づけ、
階層モデルについて理解を深める点におい
ては十分とはいえない状況にあった。また、
実用に供することのできる分析方法の発展
も不十分であった。 
 
 

２．研究の目的 
ベイズ的階層モデルの観点から、潜在変数モ
デルを基礎づける。また逆に、その基礎的観
点から種々の方法を展開し、個々の実際課題
に対し実践的な解決をもたらす分析方法を
提案する。 
 
３．研究の方法 
ベイズ階層モデルの観点により、潜在変数の
階層を特定し、諸モデルの間の関連を明快に
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し、かつ、実践的問題を解決するためのモデ
ルの構築を容易にする。また、MCMC 法を用い
るアルゴリズムの見通しを良くする。 
 
４．研究成果 
(1)因子分析、多次元尺度構成法などの潜在
変数分析をベイズ階層モデルとして位置づ
けた。 
 
(2)虚偽を検出する階層的な方法として、個
人差をいくつかの潜在クラスへの帰属度と
して表現し、個人差を反映させながら、判別
する方法を開発した。また、個人ごとに時系
列の情報を隠れマルコフ過程としてモデル
化し、モデル選択の手法によって判別するシ
ステムを開発した。 
 
(3) 児童生徒の誤答の原因を調べるための
推論システムを開発した。このシステムはベ
イズネットワークモデルを適用したもので
ある。 
 
(4)行動遺伝学モデルは、双生児法によって
遺伝決定係数を推定する課題であるが、遺伝
係数を精密に推論するベイズ的手法を開発
した。 
 
(5)正準相関分析は、二つの変数群の間の関
連を見るための一般的な分析方法であるが、
ここのデータの特殊性に過度に依存する欠
点がある。この欠点を克服するために、ベイ
ズ的な手法を適用し、メディアの影響につい
て調べた。 
 
(6)消費者の選択をベイズ階層モデルによっ
て精密に予測する分析方法を開発した。 
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